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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は膀胱凍結障害によって排尿筋低活動モデルラットを作成し、脂肪由来幹細胞シー

トが膀胱機能回復へ寄与するメカニズムの解明を目的としたものである。その結果、細胞シ

ートを移植することで生理学的に膀胱の収縮機能回復を確認出来た。また病理組織学的評価

においては、凍結障害による炎症反応が低減されると共に、膀胱壁における毛細血管数の増

加が確認出来た。RT-PCRの結果、血管増殖因子であるVEGFとHGFの有意な発現上昇も確認出

来た。さらに移植細胞の生着と分化を確認するため、GFPで標識した脂肪由来幹細胞を用い

た実験も行った。移植した脂肪由来幹細胞は長いもので28日間は生存し、その一部が血管内

皮細胞に分化していることが見出された。本論文の内容は、脂肪由来幹細胞シートの排尿筋

低活動に対する治療法としての有用性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


